
「持続可能な島嶼社会の発展に関する専門家会議」 

恩納村漁業協同組合 
日時：2014年6月29日 

場所：沖縄科学技術大学院大学（OIST） 

恩納村の里海づくり 

-サンゴ礁保全と地域振興- 



恩納村は、沖縄島北部西海岸に位置する人口約１万名の村です。 

・海岸線の長さは、約46ｋｍ。国内有数のリゾート地域。 

・サンゴ礁域の面積は、約3,000ヘクタール。 

・1村、1漁協で1漁業権を有しています。 

－１－ 

地域の概要 



海ぶどう 

モズク 

アーサ 

漁業の概要 

セリ市場 

・恩納村漁業協同組合 

組合員数：２６６名 

海藻養殖と沿岸漁業が盛んです。 
１９７６年 ヒトエグサ（アーサ）初収穫（試験期間７年間） 

１９７７年 本モズクひび建て式養殖成功（試験期間４年間） 

１９８６年 糸モズク取り扱い再開 

１９９４年 海ぶどう陸上養殖成功（試験期間６年間） 

１９９８年 サンゴひび建て式養殖開始（漁協自営事業） 

２００７年 恩納モズクの品種登録出願（試験１４年間） 

赤字は、恩納村で開発したもの 
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2011年 全国農林水産祭 天皇杯受賞 
海ぶどう養殖 



里海づくり（漁業活動も生態系の一部） 

サンゴ養殖場 

 

シャコガイ養殖 モズク養殖場 モズク苗床 

アマモ場 

干潟：アーサ養殖場 

陸域からの栄養塩 サンゴからの栄養塩 

赤土流出・水質保全 白化現象・オニヒトデ 

養殖が住み場所と食物を提供し、生態系に寄与しています。 －４－ 

（諸喜田茂充,1988,サンゴ礁域の増養殖に作図） 



１９７６年（昭和５１年）アーサ養殖に成功、１９７７年（昭和５２年）モズク養殖に成功 
１９７８年（昭和５３年）赤土流出によるアーサ、モズクへの被害が発生 

平成元年（１９８９年） 

干潟・海草も場の利用 

海の保全 ＝ 漁場としての高度に利用すること 



発生源対策 濁水処理施設 

2011年沖縄大学院大学工事現場 優良事例：大学院大学200ｐｐｍ→25ｐｐｍ以下 

恩納村赤土流出防止協議会 
参加者 ：村、区、漁協、発注者、工事関係者 
対 象  ：大規模工事の発生源対策 
活動内容：防災対策の事前協議 
       防災施設の確認 
  本工事 
       防災施設の稼動状況のチェック 
  会員の呼びかけで招集する 
予算  ：なし、参加会員の自己負担 
1990年優良事例民間 施設基準 470ｔ/1000㎡ 

赤土流出防止対策 



干潟の生物量の増加 海草も場の拡大 

アーサ生産性の向上 



「サンゴ礁の海を育む」活動 

 母サンゴが産卵することにより、サンゴ
の自然再生を助けます。 

 私たちは「サンゴ養殖や植え付け」により、
母サンゴを育てます。 

－８－ 

1998年より養殖開始 



サンゴ養殖と植え付け場所 

－９－ 

□は、養殖と植え付けを行っている場所 
養殖は、2013年現在、恩納約6,000本、前兼
久約8,000本。将来的には、30,000本を養殖
する予定です。 
□は、植え付けだけを行っている場所  



サンゴの苗作り 

さし木みたい 

ムギノホミドリイシ 



寄せ植え養殖 

縄張り状況 杭打ち状況:13本打ち 

セット状況 2011年9月5日 



2012年3月恩納漁港前 

生存率・成長ともに良好です。 



２０１３年５月３０日産卵 



学校教育との連携 



  

サンゴの観察と勉強会  

チーム美らサンゴ 

観光との連携 

植え付け講習会会 

植え付け作業  終了式  



2009年に植え付けたサンゴ 

水路 I 岩（撮影：2012年5月10日） 

チーム美らサンゴ 



海を育む協同の輪 

消費者との連携 



コープCSネット2010年４月 

東海コープ事業連合2013年7月 

パルシステム連合会2009年11月 

京都生協 
2013年1月 

おおさかパルコープ 
2013年4月 



産地へ行こう 



パルシステム連合会 
美ら海産直 

コープCSネット サンゴ礁再生事業 

東海コープ サンゴの森づくり 

生協組合員数約５９３万世帯 

http://www.yamaguti-coop.or.jp/news/files/2012/05/syouhin.jpg
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糸モズク生産の動向 

サンゴの白化 

サンゴの白化 サンゴの白化 



沖縄県によるサンゴ礁保全再生事業 
2013年より恩納村海域サンゴ群集再生実証事業 

2016年までに約９万本の植え付けで3haを再生 

スティック式基盤の開発  

中間育成棚による大型種苗の育成  



ご清聴ありがとうございます。 

2010年９月１７日撮影：前兼久移植サンゴ 

『サンゴ礁の海を育む活動』の更なる発展に努めたいと思います。 


